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Chapter 1: Russia and Japan:
Characteristics on the Historical Development from 16th Century to the First-half of 19th Century
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ン 3 世（1440-1505）の治世下で大きな進展を見せた。日本では 16 世紀後半まで戦国時代が続いたた
め、国家統一のプロセスはそれよりちょうど 1 世紀ほど遅れて始まった。しかし、その後日本はロシ
アに「追いつく」ことになる。モスクワ大公国のツァーリを戴く統一国家への変貌と、戦国日本の統


































　1603 年 2 月 12 日、後陽成天皇の宣旨により徳川家康が右大臣、征夷大将軍に任命され、1ヵ月後
には家康は御所に参内して天皇に拝謁した。そのわずか 10 年後の 1613 年 7 月 23 日には、カザン・
スヴィヤーシュスク府主教で、総主教代行を務めてもいたエフレムが、モスクワの生


















定権限を与えられていた。南方で松前藩と類似した役割を果たしたのは薩摩藩である。1609 年 3 月、























同様のモデルが 17 世紀から 19 世紀にかけて採用されていたことは注目に値する。松前や薩摩が果た
した役割をロシアで担ったのはコサックの定住であり、彼らは広大な領土を支配し、要塞を建設し、
現地の民族を鎮圧した。

























































































ツァーリを神と結びつけ、ツァーリを神聖なものと見なす試みが行われた。18 世紀と 19 世紀初頭の



















しかしながら彼の死後、エカテリーナ 1 世、アンナ女帝、エカテリーナ 2 世の時代には寵臣が跋扈し、





























































































































ウ ス ペ ン ス キ ー ・ サ ボ ー ル
神女就寝大聖堂で、皇后として戴冠させるという手続きを踏んだ。彼女を皇帝に据え











樹立されたが、ロシアでは、18 世紀初頭のピョートル 1 世の時代にその形成が始まっていた。その
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る対立は、両国のアイデンティティーの根本的な差異に起因する対立ではなく、むしろ政治的、地政
学的、その他の原因から生じている、と結論づけることができるだろう。
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